


【開催概要】

🔽日程

令和6年1月13日（土）、14日（日）

🔽場所

関市役所7階 つなぐガーデン

🔽定員

13日 11名参加

14日 6名参加

🔽タイムスケジュール



せきららゼミ コーディネーター

江坂 侑 Yu Esaka
地域商社「いなかだから」

COORDINATOR



第6期せきららゼミ ゲスト紹介



有限会社コバヤシヒーティグ 専務取締役

小林 慶三さん

会社員→Uターン継業

DAY1



株式会社DAI 専務取締役
精神保健福祉士

中島 望さん

農福連携×地域づくり

DAY1



NATURAL・LEAF103 代表

冨岡 祐介さん

レザーアイテム製造販売×イベント企画

DAY1



＠Rie 工房上田 代表
せき・ミラクルクリエイターズ副代表

酒井 理絵さん

事業承継×イベント企画

DAY1



株式会社サンクラフト 常務取締役

川嶋 康夫さん

刃物×海外×家族
DAY2



世界のナイフショールーム山秀 代表取締役

西村 陽子 さん

幼稚園教諭→老舗刃物屋三代目

DAY2



井藤新聞店 代表
武芸川まちづくり委員会スポーツ部会 会長

井藤 真吾 さん

プロ野球選手→個人事業主×まちおこし

DAY2



カフェとボードゲームMilk＆Puzzle 店長

荘加 冴さん

派遣社員×起業

DAY2



はじめにゲスト・参加者が

それぞれ自己紹介をしました。

～自己紹介タイム～

ゲストには、普段の仕事や、休日の過ごし方など

参加者には、せきららゼミに参加した理由

なども話してもらいました。



～せきららインタビュータイム～

仕事のことはもちろん、

学生時代の思い出や、将来の夢などを

“せきらら”に語っていただきました。

４つのグループに分かれてゲストに

インタビューをしました。



Q. 「働く」とは、どのようなものですか？

Q. 小学生の頃の夢は何ですか？

Q. 普段生きる上で大事にしたいと思っていることはなんですか？

など、様々な質問をさせていただきました。



やりたいことが尽きないというゲストの皆さんに

“好きなこと・やりたいことの見つけ方” や “興味の広げ方”

なども教えていただきました。



～昼食交流タイム～

家族のこと、最近あった嬉しかったこと、

就職活動のこと、大学のことなど

様々な話をしながら、ゲスト・参加者みんなで

円になって楽しく昼食をとりました。

インタビューのグループが異なる

ゲスト・参加者とも話すことができ、

“新たな繋がり”が生まれました。



～記事作成タイム～

インタビューをしたグループの中で分担して記事を作成しました。

“限られた時間の中で分かりやすい記事を書くことの難しさ”

“言葉を選びながら記事を書くことの楽しさ”を味わいました。



また、インタビューで印象に残った言葉や

感じたことを基に、

目を引くタイトルをグループで話し合って考えました。

記事を書くということに対して不安があった人もいた

と思いますが、

全員が無事に書きあげることができました。



～発表タイム～ グループごとに作成した記事の発表をしました。

発表を通して、他のグループのゲストの人生も

知ることができました。

同じ質問でもゲストによって回答が全く異なり、

“様々な生き方や働き方、考え方”がある

ということを学びました。



～参加者感想～
どんな道も楽しみ方次第、
捉え方次第だと思った。

型にはまらない
自由な生き方をする
大切さを学んだ。

記事を書くことの楽しさに気づく
ことができたので、
「関市の魅力を文章で発信する」
という活動の選択肢が増えた。

関市で働くにも、
様々な働き方が

あることが分かった。

自分を見つめ直す
ことができた。

自分にはなかった
生き方や価値観を
知ることができた。



～参加者感想～
色々な方の人生や
考え方を聞けて
面白かった。

関市のことについて
あまり知らなかったが、
ゲストの方との交流で

関市について知ることができ、
「関市って良い町で良い人が多い」

と感じた。

生きてきた中で感じたこと、
経験したことの全てが今を
形作っているのだと感じた。

どんな人との関わりも
無駄にはならないと

感じた。

様々な選択を迫られることで
自分の人生が積み上がり、
できていくということを感じた。

「楽しそう」という
感情が原動力になる
と感じた。
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